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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

計画のとおり、事業進捗を図ることができた。

改革改善

の考え方

①問題

点

特になし

②改革

提案

特になし

8,000

総事業費①+② 19,292 23,912 52,796

人件費計（千円）② 0 30,056

16,862

正規職員所要時間 6,000

臨時職員所要時間

一般財源 8,882 9,894 8,722

その他

起債

県支出金 10,410 14,018 14,018

国庫支出金

事業費計（千円）① 19,292 23,912 22,740 16,862 補助事業費12,060千円に対して

（県）地籍調査事業補助金（国１／２、県１／４）

25年度予算額 特定財源内訳、補足

9,045

7,817

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　地籍調査事業

　　（１）地籍調査面積

　　　新規　　下栗5区（0.13）

                 八重河内14区(0.10)                    Ａ＝0.23k㎡

　　　継続　　下栗１区（0.04）、下栗２区（0.02）、下栗３区（0.08）、下栗4区

（0.23）

                 八重河内11区(0.13) 、八重河内12区(0.09) 、八重河内13区

(0.02)    Ａ＝0.61k㎡

　　　変換　　程野4区(0.11)、程野5区(0.07)

　　　　　　　　下栗１区（0.04）、下栗２区（0.02）、下栗３区（0.08）

                 八重河内10区(0.15)、八重河内11区(0.13)              Ａ＝

0.60k㎡

　  （２）認証面積

　　　　程野４区（0.11）程野５区(0.07)下栗１区（0.04）下栗２区（0.02）下栗

３区（0.08）下栗4区（0.23）

         八重河内10区（0.15)、八重河内11区(0.13)

　　　　八重河内12区(0.09)、八重河内13区(0.02)　                       Ａ＝

0.94k㎡

１

　　（１）調査面積

　　（２）認証面積

１

　（１）Ａ＝0.84k㎡

　（２）Ａ＝0.94k㎡

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

１　国土調査法に基づき上村、南信濃地区の地籍調査を実施する

　　①一筆地調査（所有者、地番、地目及び筆界の調査）、地籍測量②地籍簿及び地籍図の作成、閲覧の実施③認証請求、法務局への

成果品

      送付、登記の工程があり、通常は３年かけて実施するものであるが、国土調査をスピードアップするため、認証請求までを２年目に済ま

せる

      よう取り組んでいる

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

0.84 0.52 0.82

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

１　地籍調査面積（k㎡） 0.84

28年度見込み

１　認証済合計面積（k㎡） 0.94

意図（どういう状態

にするか）

 地籍の明確化を図り、　土地の所有者、地番、地目及び

筆界の調査をし、地籍簿及び地積図を作成する

向上させたい上位施

策の成果指標

市役所が提供するサービスに満足している市民の割合

（％）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 上村、南信濃地区の宅地、農地

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 93 良質な行政サービスの提供

基本計画上

の位置づけ

政策 9 市民と共に進める行政経営

課等名 建設管理課 係等名

事業種別 政策 開始 17 終了 33

事務事業名

会計 一般会計

国土調査事業(補助分)　

93 事業№ 29 26平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 9 施策№


